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市の動き市の動き市の動き

北
上
市
参
加
型
緑
化｢

み
ど
り
の
ま
ち
育
て｣

の

参
加
事
業
所
に
証
明
書
な
ど
を
贈
呈

　
市
は
、
緑
化
に
よ
っ
て
ま
ち
を

美
し
く
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
ま
ち
な

み
の
景
観
に
貢
献
す
る
樹
木
植
栽

や
生
垣
、
鉢
植
え
な
ど
に
よ
る
緑

化
活
動
を｢

み
ど
り
の
ま
ち
育
て｣

と
名
づ
け
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
自
主
的
に
行
う
事
業
者
の
皆
さ

ん
を
募
集
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
29
年
度
は
、
６
月
28
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
の
期
間
に
募
集

し
、
新
規
参
加
事
業
所
３
件
、
継

続
参
加
事
業
所
42
件
、
合
計
45
件

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
事

業
所
へ
は
、
参
加
証
明
書
と
参
加

証
明
ス
テ
ッ
カ
ー
を
各
１
部
、
花

の
種(

継
続
参
加
事
業
所
の
み)

を

贈
り
ま
し
た
。

新
規
参
加
事
業
所

・
喫
茶
マ
ル
カ
ー
ル

・
一
ノ
蔵

・
千
田
工
業
株
式
会
社

※
継
続
参
加
事
業
所
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p

://

w
w

w
.city.kita

ka
m

i.iw
a
te.jp/

docs/2014062302956/)

に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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北
上
済
生
会
病
院
の
整
備
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　
北
上
済
生
会
病
院(

赤
坂
俊
英

院
長)

の
新
病
院
の
整
備
と
支
援

に
関
す
る
協
定
締
結
式
は
12
月
26

日
、
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
市
と
岩

手
県
済
生
会(

伊
藤
彬
支
部
長)

と

が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
病

院
は
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
九
年

橋
の
旧
県
立
北
上
病
院
跡
地
へ
移

転
が
決
定
し
、
32
年
度
中
に
開
院

予
定
。
敷
地
・
施
設
共
に
現
在
よ

り
も
ゆ
と
り
の
あ
る
病
院
と
な
り

ま
す
。
市
は
、
総
額
15
億
円
を
補

助
す
る
ほ
か
、
新
病
院
周
辺
の
歩

車
道
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

同
病
院
は
在
宅
医
療
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー
や
病
後
児
保
育
室
な

ど
を
備
え
、｢

市
民
の
病
院｣

を
目

指
し
ま
す
。

市と済生会とが協定書を交わしました

完成イメージ図(北上済生会病院提供)

さ
わ
れ
る
文
化
財
寄
贈
式

　
さ
わ
れ
る
文
化
財
寄
贈
式
は
５

日
、
博
物
館
本
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
岩
手
製
鉄
株
式
会
社(

佐
藤
満み

つ
ぎ義

社
長)

、
い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
育
成
セ
ン
タ
ー(

黒
瀬
左
千
夫

セ
ン
タ
ー
長)

、
県
建
築
士
会
北
上

支
部(

千
田
敏
夫
支
部
長)

が
、
３

Ｄ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
を
基
に
製

作
し
た
鉄

て
っ
し
ょ
う
鐘
と
樹
脂
製
竜

り
ゅ
う
と
う頭
模

型
・
樹
脂
製
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う
と
う

杖

頭
模
型
、
お

よ
び
鉄
鐘
を
吊
る
す
架
台
を
寄
贈
。

作
法
に
な
ら
っ
て
髙
橋
市
長
ら
が

木
づ
ち
で
鉄
鐘
を
鳴
ら
し
、
館
内

に
澄
ん
だ
鐘
の
音
が
響
き
ま
し
た
。

鉄
鐘
は
、
大
竹
廃
寺
跡
で
出
土
し

た
１
０
０
０
年
前
の
も
の
を
モ
デ

ル
に
岩
手
製
鉄(

株)

が
１
カ
月
か

け
製
作
。
文
献
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
鉄
に
リ
ン
や
硫
黄
な
ど
を

添
加
し
、
当
時
の
鉄
の
組
成
に
近

づ
け
ま
し
た
。

　
鉄
鐘
や
竜
頭
模
型
な
ど
は
博
物

館
本
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
実

際
に
触
れ
た
り
鳴
ら
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
月

１
日
か
ら
は
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
ハ
ッ
カ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト｢

北
上

製作に関わった人たちと市関係者らが、さわ
れる文化財の寄贈を祝いました

ハ
ッ
ク
ブ
ツ
ソ
ン｣

で
製
作
さ
れ

た
作
品
も
共
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

県市町村 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市 陸前高田市 宮城県 福島県 合計

世帯 ８(-3) 20(-2) 11(0) ５(-1) ７(-1) ２(-1) １(0) 54(-8)

人数 14(-8) 32(-3) 23(0) ８(-2) ９(-1) ４(-1) ２(0) 92(-15)

※( )は９月比。市で把握している人数です。

市内の避難者状況(みなし仮設住宅入居者)　　 (12月31日現在)

※広域避難者の住宅再建が進んできていることや、みなし仮設入居者や転入被災者
などの変動も小さくなっていることから、本年度は３カ月ごとに掲載します。
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北上市長
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見
山
廃
寺
か
ら
口
内
へ
、
黒
岩
の

お
滝
さ
ん
を
見
て
、
更
木
ふ
れ
あ

い
の
里
で
昼
食
を
取
る
。
平
成
大

橋
を
渡
っ
て
飛と

ば

せ勢
城
か
ら
奥
寺
堰

に
沿
っ
て
飯
豊
、
藤
根
、
そ
し
て

多
聞
院
伊
澤
家
に
向
か
う
。
岩
崎

で
は
夏
油
高
原
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
実

行
委
員
会
幹
部
と
共
に
、
ス
キ
ー

場
に
向
か
っ
て
坂
好
き
の
呼
称
で

あ
る｢

坂
バ
カ｣

ぶ
り
を
発
揮
す
る
。

相
去
町
のc

コ

タ

ota café

で
休
憩
後
、

江
釣
子
清す

ず水
の
里
か
ら
ま
た
街
中

に
戻
る
。
新
城
氏
か
ら
は｢

初
心

者
か
ら
プ
ロ
ま
で
、
充
分
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る｣

と
の
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
稲
瀬
町

か
ら
口
内
町
に
抜
け
る
コ
ー
ス
は

全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
が
開
け
る

ほ
ど
の
コ
ー
ス
だ
と
絶
讃
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
夏
油
高
原
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
の
名
所
で
も
あ
る
、
ま
っ
す

ぐ
６
㎞
続
く
緩
や
か
な
坂
が
気
に

入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
五
輪
メ

ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん
や
登

山
家
の
小
松
由
佳
さ
ん
が
監
修
し

た
、
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
マ
ッ
プ
を

近
々
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
あ

る
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
誘
い
合
っ
て
コ
ー

ス
を
走
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　｢

新
城
ロ
ー
ド
１
０
０｣

と
は
、

本
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
助
成
を

受
け
て
市
内
に
設
定
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
名
称
で
あ
る
。

当
市
の
友
好
都
市
、
石
垣
市
出
身

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
、
新
城
幸ゆ

き

や也
氏

に
名
付
け
て
い
た
だ
い
た
。
新
城

氏
は
中
東
・
バ
ー
レ
ー
ン
の
チ
ー

ム｢

メ
リ
ダ｣

に
所
属
し
、
ツ
ー

ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
７
年
連
続

出
場
し
完
走
し
て
い
る
、
こ
の
世

界
で
は
神
さ
ま
の
よ
う
な
存
在
だ
。

昨
年
11
月
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
フ

ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
中
の
わ
ず
か
な

時
間
を
割
い
て
当
市
に
お
出
で
い

た
だ
き
、
市
内
の
名
所
旧
跡
を
め

ぐ
る
１
０
０
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
を
試
走
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
市
内
16
地
区
の
主

要
な
景
観
資
産
を
楽
し
み
な
が
ら

走
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
街

中
か
ら
展
勝
地
、
樺
山
遺
跡
、
国

新あ
ら
し
ろ城
ロ
ー
ド
１
０
０

７人募集！北上市地域おこし協力隊

問い合わせ　都市プロモーション課　☎72-8308

　市は、平成30年４月以降に委嘱する地域おこし協力隊員を募集しています。三大都市(東京・大阪・名古屋)
圏や、政令指定都市などにお住まいの知り合いなどで興味がある人がいましたらぜひご紹介ください。
　地域おこし協力隊とは、都市部の住民が地方に移住し、地域おこし活動を行ってもらうことで地域活性化を

図る制度です。市内では現在６人の協力隊員が活動しています。

○募集内容

◎スポーツツーリズムプロデューサー

△

定員…１人

△

受け入れ先…スポーツリンク北上

△

活動内容…スポーツイベントやコンテンツの企
画・事業化、既存イベントの改良を行い、スポーツ
による地域活性化の仕組みを構築します

◎くろいわ農産物の魅力発信コーディネーター

△

定員…１人

△

受け入れ先…NPO法人あすの黒岩を築く会

△

活動内容…地域の農産物や資源を活用した新商品
開発や販路拡大を行い、黒岩地域の新たな価値を創
造します

▲

報酬・活動日数…月額20万円(活動日数が20日未満の勤務月は日額１万円)・月20日(１日８時間程度)
※活動の対価として報酬を支払います。市と雇用関係はありません。

▲

要件…現在、三大都市圏や政令指定都市などに居住し、委嘱後に住民票を北上市に異動し、活動できる人(その
　　　　他の地域からの異動でも要件に該当する場合があります)
※活動条件など詳細については、市のホームページ(http://www.city.kitakami.iwate.jp/docs/2017122000021/)
をご覧ください。

◎次世代養蚕拠点経営者

△

定員…２人

△

受け入れ先…(株)更木ふるさと興社

△

活動内容…専門家の指導のもと養蚕農家として活
動しながら、新商品や体験プログラムの企画など、
新たな視点を活かした養蚕文化の再生を目指します

◎ローカルカンパニー魅力発信チームメンバー
△

定員…３人

△

受け入れ先…(株)北上オフィスプラザ

△

活動内容…事業者の魅力を収集・編集し、世界に
向けて発信することによって、地元事業者の新しい
挑戦を支援します


